
新規病害⾍防除資材・農薬
バイオスティミュラントの開発

資材処理

バイオスティミュラント
コンソーシアム

作物刺激制御技術開発
コンソーシアム

バイオスティミュラントの作⽤メカニズムの
理解に基づく作物刺激制御技術の開発

フェノーム

メタボローム

トランスクリプトーム
ホルモノーム

イオノーム

植物免疫プライミング
コンソーシアム

サトイモ疫病防除技術開発
コンソーシアム

ゲノム育種、新規防除剤の開発

サトイモの危機
協⼒を求む︕

疫病の発⽣により
壊滅したサトイモ畑

⽉桃コンソーシアム
抗ウイルス剤の開発 ゲノム編集技術の活⽤

ゲノム編集コンソーシアム

ウルトラファインパーティクル技術の活⽤
抗ウイルス成分の抽出

⾮可⾷性バイオマスの⽉桃を活⽤
防除
!

植物の活性化による⾰新的農産物⽣産技術
研究開発プラットフォーム

⽉桃

TiDによるトマト変異体作製
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UFP粒⼦の
取り込み

抵抗性誘導剤の
徐放

植物免疫の
プライミング

植物細胞

「知」の集積と活⽤の場®

⽣物刺激制御研究会の設⽴の経緯
・「知」の集積と活⽤の場Ⓡ産学官連携協議会の活動か
ら、アカデミア研究者を中⼼として2021年1⽉に設⽴し
ました。
・バイオスティミュラントについて学術的に研究、情報
交換および、議論する場を提供することを⽬的としてい
ます。
・バイオスティミュラントを科学的に研究し、その作⽤
機作の解明をめざしています。

⽣物刺激制御研究会のバイオスティミュラントの定義
本会ではバイオスティミュラントを
「植物の活⼒を⾼め、植物に本来備わっている⼒を利⽤
することで、様々なストレスを緩和させて健全な植物の
成⻑をサポートする物質」
と定義しています。具体的には、植物が本来備えている
免疫⼒を⾼める作⽤や⽣育を促進する作⽤を持つ資材が
それに当たります。

⽣物刺激制御研究会の運営
・会費無料、HPで⼊会受け付け
・HPの運営 https://bio-stimulant-research.org
研究会（セミナー）の開催
・話題提供
・研究紹介
・参加無料
研究・開発の推進(会員向け)
・バイオスティミュラントの科学的解析
・共同研究の斡旋
情報交換
・HPにお知らせを掲載
・HPにQ＆Aコーナーを掲載
・メーリングリストの開設（HPで登録）

⽣物刺激制御研究会の活動⽅針

⽣物刺激制御研究会
「知」の集積と活⽤の場Ⓡ産学官連携協議会 植物の活性化による⾰新的農産物⽣産技術研究開発プラットフォーム

バイオスティミュラントコンソーシアム・作物刺激制御技術開発コンソーシアムと連携しています。

庄野健太郎(SHOUNOKentarou
テキストボックス
資料８



新規バイオスティミュラントの開発・商品化開発・商品化

⽚倉コープアグリ株式会社と
共同開発した

バイオスティミュラント

問合せ先︓
⽣物刺激制御研究会 e-mail（世話⼈への連絡）: bsr@ml.bio-stimulant-research.org
岡⼭県農林⽔産総合センター⽣物科学研究所 TEL 0866-56-9450、yo_narusaka@bio-ribs.com （鳴坂義弘）

バイオスティミュラントに関する研究会

バイオスティミュラント資材の科学的根拠に基づくオープンイノベーション
⽣物刺激制御研究会 https://bio-stimulant-research.org

参加登録・会費無料

イチゴ苗を⽤いたストリキの
乾燥ストレス耐性付与試験

対照区 ストリキ区

代謝

ストレス応答および代謝
ストレス応答

その他

7%
24%

41%

28%

ストリキ処理したイチゴにおける遺伝⼦発現解析

ストリキを葉⾯散布したイチゴ苗（品種︓⼥峰）からRNAを抽出し、DNAマ
イクロアレイにより全遺伝⼦の発現プロファイルの解析を⾏った。発現した遺
伝⼦群を機能別に分類した。
代謝およびストレス応答に関する遺伝⼦群の発現が多く認められた。 26

マンガン︓光合成に関与。防御物質である
フェノール形成

ホウ素︓細胞壁や細胞膜の形成と維持

銅︓光合成、各種代謝に関与。活性酸素の
無毒化。防御物質であるフェノール形成

鉄︓光合成、各種代謝に関与。

亜鉛︓オーキシンの代謝反応に関与。植物
の⽣⻑に必須

ベタイン︓塩害、乾燥、⾼低温などの環境
ストレスに対する耐性を付与。

微量要素の作⽤機作に着⽬︕

ストリキ処理したイチゴにおける遺伝⼦発現解析

ストリキのイチゴ挿し苗の活着に対する効果
対照区 ストリキ区

対
照
区
に
対
す
る
収
穫
量
（
％
） 対照区 ストリキ区
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ストリキ処理したイチゴの収量

⽣物刺激制御研究会🔍検索

研究概略
地球温暖化による気候変動

災害の頻発化

バイオスティミュラントの活⽤

⾼温障害、収量低下、品質低下、病害⾍の激発

気候変動に適応した新規栽培技術の開発 

バイオスティミュラント候補剤等の散布

各種植物の防御応答遺伝⼦の
発現プロファイル
データベースの保有

⽣物および⾮⽣物的
ストレス試験

独⾃の遺伝⼦診断キットによる
ストレス耐性誘導の評価技術

試料採取、RNA抽出

・新規農業資材(バイオスティミュラント等 )の
評価・開発
・企業との連携、企業へシーズ提供

・知の集積と活⽤の場®
プラットフォームとの連携

親株苗 ランナーの定植 栽培管理および収穫

【ユニット2「光」】【ユニット2「光」】
る病害⾍密度

【ユニット2「光」】
紫外線､天敵等による
病害⾍密度抑制技術

うどんこ病発⽣

炭疽病発⽣

AIによる病害予測
温湿度管理

（薬剤散布の効率化）

UV-B照射

UV反射材
天敵

イチゴの減農薬栽培

バイオスティミュラント︓植物の防
御⼒を⾼め、環境ストレス等に対応

バイオスティミュラント

バイオスティミュラント等による
健全苗⽣産技術

トマト︓⾼温による着⾊・着果不良、裂果 ⾼温障害で価格の⾼騰
イチゴ︓苗の⽣育不良、炭疽病の発⽣、花芽分化の遅延 苗不⾜、収量減
イネ ︓夜間の⾼温による登熟歩合の低下、乳⽩⽶(⽩未熟粒)

新規性、独創性、強み、技術⼒

実践例:イチゴの減農薬栽培による⾼付加価値化開発

ゲノム編集などによるストレス耐性品種の創製

課題
地球規模の気候変動（⾼温・⼲ばつなど）、病⾍害および、⽣育不良等に
対応した農業⽣産活動の実現

⽣物刺激制御研究会の趣旨

対応策
気候変動による農業⽣産の不安定化リスクを低減し、収益性を⾼める技術
として、バイオスティミュラント(BS)が注⽬されている。
BSの課題
BS資材の作⽤機序の解明とその効果を評価するための科学的指標の確⽴
・作⽤機序が分⼦レベルで解明されているBS資材はほとんどない。
・作物種や栽培環境に応じた処⽅の最適化
・BS製品の規格化・標準化の遅れ。「BS資材モニタリング指標」の確⽴
・植物の防御⼒を常時過剰に向上させると⽣育障害（防御応答と⽣⻑間の
トレードオフ）を引きおこす。
実⽤化
作物の栽培安定化、新規BS資材の開発および、BS処⽅の⾃動化への実⽤
化展開
農業DX（デジタルトランスフォーメーション）への貢献




